


要約:妊娠初期に超音波検査で在胎週数が評価できた 58 例の新生児を対象として、New

Ballard Scom (NBS)と Ballard Scor(BS)による成熟度判定を経時的に行なった。両者共

に成熟度判定の時期は生後 25～48 時間で一番良い相関が認められた。しかし M3S と比較

すると、  BS では在胎 30 週以下では過大評価される傾向があったが、  ト TBS では在胎

週数と良い相関が得られ、日本入の新生児を対象としても出生後の成熱度判定に有用な方

法であるあることが確認された。今後多数例の検討が必要であるが、今回の予備研究の成

績を基に NBSの神経学的判定項目の整理と足底長などの計測値を判定に用いることによっ

て、より簡便で正確な判定基準が作成できる可能性が示唆された。


